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論 文 審 査 の 結 果 の要 旨 
 Tetrahydrobiopterin（BH4）は、内皮由来血管弛緩因子である一酸化窒素合成酵素の補酵素であり、循環制御
にも重要な物質である。しかし、ヒト胎盤における BH4維持システムに関しては不明な点が多い。本研究では、
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